








































































































































































































































































































































































































































A行動王体 1君 誰か 1君 誰か 純芋 誰か
相手 誰か 1君 誰か 馬のアオ
意図 報告 了解 報告 決断 決断仰 決断 急遡絡 励まし
話題 アオ救助
シヤ　ンル 小説
言語機能 伝違 確認 伝違 伝達 疑筒 握繋 伝遷



















叙述性棺 構感的 説明的 情懇的
8寺制 未完了 未完了 未完了 完了
文末文体 テ次形 テ“ 伯` テ“又形 ヂア蔦形 命令形
語藁蓑記 普通文 ? 著通文









誰か みんな K：君 誰か K巻 r誰か k巻 誰か K轡
馬のアマ 誰か K君 誰か K君 誰か K書 誰か
励まし 決断仰 決断 決断仰 決断 決断仰 決断 抵抗




たまりかねて 心配して たまりかねて 心配して たまりかねて 心配して たまりかねて
アオ弱る アオ危険 ノ、危険 君危険 ハ危険 アオ危険 人危険 アオ危険
5 ト　　　　　　　　　　　　■　　　　｝ 野　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・
，
会話体 し
構感的
，
未完了 未完了
命令形 ・レ形
?
志向形
㌦
常体
、　ワ
息をのむ
，」を表す。
「「
はセロ語藁の
?
む、
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　誰か・・　S8～S10会話，　S37会話，　S39会話，　S41会話。
　　　　S24会話＋アオに声をかける。
　　　　S25会話＋アオに声をかける。
　　　　S30はきかけた息を思わずのみこむ。
　（2）登場人物のゼロ言語行動
　　誰か＝S6「……。」
　（3）意識のサマリー＝S4，　S　15～S17
　（4）説明のサマリー＝S1～S3，　S12～S14，　S18～S23，　S27～S29，　S　31，　S32，　S34，
　　　　　　　　　　　S35，　S43，　S44
　上記から，作品の引用部は説明中心のサマリーを軸に展開されており，言語行動は会話という
言語要素が大部分を占める「説明」＋「会話」型の類型に属することが読み取れる。作品表面に
表れた明示的行動要素は，44単位中わずかに，
　1君がに手をつっこみ，「深いです。」（S5）
　その提案が終わらぬうちに，純子君が車に飛び乗って母屋へ走った（S　11）。
　という2単位にすぎない。しかも，行動内容（しぐさ・行動）がきわめて単純である。これは，
この作品全体の言語行動の特徴でもある。
5　言語行動の流れ
　作品中の人物の言語行動の一つ一つは相互に関連性をもちながら，結末部へ向かって動いてい
く。筋の展開にしたがって言語行動の流れができていくというわけである。『ひと声』の場合は，
どのように流れたか。
　S1～S44の会話とサマリーの流れは，図3のとおりである（アオとランは「人物」ではないが，
文連接の「流れ」を切断しないという目的のため，便宜的に表示した）。図3では，「登場人物の
言語行動」のうち「S5会話」「S7会話」のように文番号に「会話」をプラスして表示したもの
は「会話をともなう言語行動」を，「S11」のように文番号だけで「会話のついていないものは
「会話をともなわない行動」を表す。また，S6は第一節で述べた理由により「ゼロ言語達表現
行動」としての会話文とする。
　第2節で提案した言語行動要素は，小説などの作品の中では，どのような要素選択と要素連接
を見せるのであろうか。前出『ひと声』の中の「人物」の言語行動について要素の連接状況を調
べてみた。
　図4にi三な言語行動要素の流れを示す（詳細な表示は煩項になるため音韻，文法，基層的文体
素，表現的文体素の一部などは表示を省略した）。表中の網かけ状の部分は，そこが前のセンチ
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スの要素を引き継いでいることを示すものとする。
　図4から，『ひと声』では，（1）「支配コード」「成立条件」「基層的文体素」の同一要素連接が顕
著であり，（2）行動・身振り・しぐさといった行動要素がきわめて少ないことが分かる。おそらく
前者は，ある程度以上の長さをもち物語性や論理性の高い作品・文章に観察される一般的的な特
徴であろう。
〈注〉
（1＞「共同体」は作者や登場人物との関係によって関わり方が異なってくるので，図1に全てのケース
　　を盛り込むことはできない。
（2）『ひと声』のS5やS6などの文は発話がカギカッコに入れられ登場人物の視点に立っての言語行
　　動として記述されているので直接言語表現行動，S11の純子の行動は作者による説明的な行動の
　　色彩が強いので間接言語表現行動として扱ってみた。今後の検討を要する。
（3）拙論「言語行動とその構成要素」（『城西文学』第13号，城西大学女子短期大学部文学会），片言語行
　　動と資料研究」（『国文学解釈と鑑賞』57巻7号，至文堂）
（4）杉戸清樹先生の「待遇表現としての言語行動一「注釈」という視点一」（『本語学』二巻7号）を
　　参考にさせていただいた。
（5）　「文末表記」を中心に，本稿の文体要素の構成に関しては，杉山康彦先生の「私の文体論」（『日本
　　語学』四巻2号）より多くの学恩を受けた。心より感謝申し上げたい。
（6）上記（3）の「言語行動と資料研究」に若Fの説明がある。
（7）このような扱いが最適かどうかは今後の課題としたい。
（8）作品の引用部分の少し前に，アオを助けに駆けつけた人物が6人いて，その中にS君も出てくる
　　ので，図3は登場人物にS君を含めて表示した。
